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鵡紗
新
年
明
け
ま
し
´ヽ
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
ｔ

昨
年
は
、
全
世
界
が
一年
中
コ
ロ
ナ
の
猛
威
に
明
け
暮

れ
ま
し
た
が
、
政
府
は
第
一波
の
最
中
四
月
に
全
国
に
緊

急
事
態
宣
言
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
感
染
者
数
は
増
え
続
け
、
特
に
十

月
か
ら
の
第
二
波
で
は
大
幅
に
増
え
る
と
と
も
に
幅
広
い

年
齢
層
に
広
が
っ
た
た
め
に
、
今
年
の
年
末
年
始
は
政
府

か
ら
回
長
に

一外
出
自
言
で
静
か
な
正
月
」
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
・つ
た
こ
の
正
月
を
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
た
で
し
ま
つ
か
。

こ
の
新

，

コ
ロ
ナ
〓

一
月

一
日
現
在
、

世
界

で
地

球
人

口
の
一
％
に
相
当

す

る

八
千
三
百
万
人
が
感
決
し
、
百
七
十
万
人
超
が
死
亡
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
こ
の

労
い
」「̈
安
え
ず
益
々
増

＝
し
て
お
り
、
そ
の
う
え
、
英
国
や
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
更
に
感
染

力
の
強
「ヽ
変
兵
種
が
出
現
し
、
各
国
は
今
、
水
際
で
の
防
止
に
必
死
で
あ
り
ま
ｔ

岐
二
果
に
お
い

こ
い、

二
月
十

二
日
現
在
感
染
者

四
千
四
百
二
十

二
人
、
死
者

八
十
七
ノ
、と
な
り
、
ま
た
高
山
市
に
お
い
て
も
じ
わ
じ
わ
と
感
染
者
が
増
え
て
き
て
い
ま

一キ
こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
に
鑑
み
、
政
府
は
一月
七
日
、
東
京
な
ど
一都
三
県
の
飲

食
店

の
八
時

ま
で
の
営
業
時
間
短
縮
を
中
心
と
し
た

一緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
せ
ら
れ

ま
し
た

こ

れ
，ｉ

ヽ
に
政
府

が
と

ン^
た
政
策

は
、
全

て
の
国

の
外
国
人
の
入
国

一
時
停

止
、

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
■

，
ン
ペ
ー
ン
、
飲
食
店
の
時
短
営
業
、
オ
イ
ト
ク
ラ
ブ
等
へ
の
対
応
等
々
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
が
社
会
的
、
経
済
的
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
、
国
連
で
は
世
界
恐
慌
以
来
の
景
気
後
退
を
予
測
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
暮

し
か
今
後
ど
う
な
る
の
か
が
心
配
さ
れ
ま
ｔ

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
私
た
ち
働
く
者
に
と
コ
ヽ
も
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
即
ち

職
場
や
集
合
す
る
場
所
で
安

二
密

（密
閉
空
間
、
密
集
場
所
、
密
接
場
面
）
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
活
用
、
時
差
出
勤
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
昨
年
の
二
月
に
国
会
で
成
立
し
た

一七
十

歳
就
業
法

一
に
も
適
用
ｒ
き
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
を
採
用
す
る
企
業
等
は
増

え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

， ｔ

一方
、
コ
コ
ナ
禍
に
よ
る
企
業
等
の
停
滞
で
労
働
者
の
解

雇
が
行
わ
れ
、
全
国
で
八
万

人
に
も
及
び
、
そ
？
つ
ち
の
半
数
が
非
正
規
労
働
者
で
あ
り
ま
し
た
。

当
ン
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、

特
に
観
光
客
の
減
少
、
高
山
祭
等
諸
行
事
の
中
止
、
葬
儀
場
の
弔
間
方
法
の
変
更
等
に

ちヽ

て
収
入
額
は
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

高

山

の
昨
年

の
観
光
客
数

は
二
三
〇

万
人

で
、
過
去
最
高

の
平
成
十
九
年

の

四
七
三
万
人
に
比
し
五
十
二
％
の
減
少
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
収
東
後
に
は
、
元
に
戻
れ

る
よ
う
、
祈
り
た
い
と
思
い
ま
ｔ

会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
い
た
だ
き
、
本
年
も
お
元

気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
御
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

シルバー写真クラブ 溝下 弘 氏 提供
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感
染
症

・
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ウ
イ
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一　
人
類
の
歴
史
は
感
染
症
と
の
戦
い

人
類
の
歴
史
は
、
日
に
は
見
え
な

い
ほ
ど
の
小
さ
い
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
に
よ
る
病

原
体
か
ら
の
感
染
と
の
戦

い
の
連
続
で
あ
り
ま
し
た
。

天
然
痘
は
、
二
世
紀
、
五
～
八
世
紀
、
十
五
世
紀
に
、　
ロ
ー

マ
帝
国
、　
コ
ロ
ン
ブ

ス
の
新
大
陸
発
見
後

の
新
大
陸
で
流
行
し
ま
し
た
．
日
本
に
も
渡
来
人
に
よ

っ
て
持

ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
な
お
、　
一
九
八
〇
年

（昭
和
二
十
五
）
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（世
界
保
健

機
関
）
が
天
然
痘
の
終
息
宣
言
を
し
ま
し
た
。

ベ
ス
ト
は
、
六
世
紀
、
十
四
～
十
九
世
紀
に

コ
ー

ロ
ッ
パ
、　
エ
ジ
プ
ト
、
中
東
、

ア
ジ
ア
等
で
流
行
し
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
一
九

一
八
年
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
一
九
五
七
年
に
ア
ジ
ア
型
、

一
九
六
八
年
に
香
港
型
が
流
行
し
ま
し
た
。

コ
レ
ラ
は
、
十
九
世
紀
以
降
七
回
、
世
界
的
な
人
流
行

（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。

一
一
日
本
の
感
染
症
対
策

一
人
九
七
年

（明
治
三
十
）
に
施
行
さ
れ
た
伝
染
病
予
防
法
は
、
十
九
世
紀
に
入

っ

て
細
菌
、
二
十
世
紀
に
入

っ
て
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
性
状
や

ワ
ク
チ
ン
、
対
症
療
法
等
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
や
国
際
化
の
進
展
に
伴
う
新
た
な
感

染
症
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
の
た
め
、　
一
九
九
九
年

（平
成
十

一
）
に
感

染
予
防
お
よ
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（
以
下
感
染
症
法
と

い
い
ま
す
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
隔
離
に
つ
い
て
説
明
と
同
意
に
基
づ
く
入
院
勧
告
を
基
本
と
し

た
こ
と
や
動
物
由
来
の
感
染
症
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
感
染
症
を
五
類
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

１
類
は
、

ペ
ス
ト
、
痘
療
、　
エ
ボ
ラ
出
血
熱
な
ど
。
２
類
は
、
急
性
灰
白
髄
炎
、

ジ
フ
テ
リ
ア
、
結
核
、
重
症
急
性
肺
呼
吸
症
候
群
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
３
類
は
、

コ
レ
ラ
、
細
菌
性
赤
痢
、
腸
チ
フ
ス
、
パ
ラ
チ
フ
ス
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症
な
ど
。

４
類
は
、
主
に
飲
食
物
や
土
壌
か
ら
に
よ
る
も
０
と
し
て
、
Ａ
型
肝
炎
、
Ｂ
型
肝

炎
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
症
な
ど
。
主
に
昆
虫
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
黄
熱
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
、

発
疹
チ
フ
ス
、　
了
フ
リ
ア
。
主
に
動
物
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
オ
ウ
ム
病
、
狂
大
病
、

サ
ル
病
、
野
兎
病
、
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
病
、
炭
疸
、　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
な
ど
。
５
類
は
、

全
数
把
握
疾
患
で
は
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
、
急
性
脳
炎
、
ヤ
コ
ブ
病
、
先
天
性
風
疹
症
候
群
、

破
傷
風
、
梅
毒
、
ジ
ア
ル
ジ
ア
症
な
ど
。
定
点
把
握
疾
患
で
は
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

定
点

（週
単
位
で
報
告
）
、
感
染
症
胃
腸
炎
、
水
痘
、
突
発
性
発
疹
、
百
日
咳
、
風
疹
、

麻
疹

（
は
し
か
）
な
ど
。

そ
の
ほ
か
、
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
感
染
症

で
、
人
か
ら
人

へ
と
伝
染

し
、
重
篤
で
危
険
性

の
高

い

「新
感
染
症
」
と
現
在
あ
る
感
染
症
が
将
来
非
常
に
危

険
性

の
あ
る
も
の
に
変
異
し
た
時
に
備
え
る
た
め

「指
定
感
染
症
」
が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
二
〇
〇
三
年
に
新
感
染
症
そ
の
後
、
指
定
感
染
症
に
ヽ
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
二
〇
〇
六
年
に
指
定
感
染
症
、
そ
の
後
４
類
感
染
症
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

〓
一
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
数
種
類
あ
り
、
風
邪
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
中
に
は
、
二
十

一
世
紀
に
流
行
し
た
重
症
急

性
呼
吸
器
症
候
群

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
中
東
呼
吸
器
症
候
群

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
あ
り
ま
す
．^

今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
二
〇

一
九
年

（令
和
元
）
十
二
月
八
日
に
中

国
湖
北
省
武
漢
市
で
原
因
不
明
の
肺
炎
患
者
四
十
四
例
が
報
告
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
で
す
。
そ
の
た
め
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）
で
は
、
翌
年

の

一
月

二
十
日
に

「国
際
的
な
緊
急
事
態
官
一言
」
を
す
る
と
と
も
に
、
二
月
十

一
日
に
こ
の

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
を

「Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
１
１９
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
一
一月

一
日
に
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
肺
炎
を
感
染
法
上
の
「指
定
感
染
症
」

と
す
る
政
令
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
横
浜
港
に
入
港
し
た
ク
ル
ー
ズ
船

の

乗
員
、
乗
客
に
集
団
感
染
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
二
月
十
三
日
に
政
府

の
新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
本
部
に
お
い
て
緊
急
対
応
策
が
、
二
月
二
十
五
日
に

「新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
基
本
方
針
」
が
定
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
二
月
十
三

日
に

「新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
」
が
国
会

で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
月
二
十
五
日
に
は
、
政
府

の

「新
型

コ
ロ
ナ
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

対
策
本
部
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

政
府
は
、
都
市
部
の
感
染
者
が
中
心
に
急
増
し
た
た
め
、
四
月
七
日
に
新
型

コ
ロ
ナ

特
措
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
を
七
都
府
県
に
発
し
、
人
と
の
接
触
を
七
～
八
割
減

ら
す
よ
う
求
め
ら
れ
ま
し
た
，
そ
の
後
そ
の
宣
言
は
全
国
各
県
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
感
染
者
は
七
月

，
八
月
の
第

二
波
、
十

一
月
か
ら
の
第
二
波
に
な

っ
て

も
益
々
増
加
す
る

一
方
で
、

皮
々
の
緊
急
事
態
宣
言
に
も
拘
わ
ら
ず
、
外
国
人
の
入
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国

一
時
停
止
、
Ｃ

ｏ

Ｔ

ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
外
出
自
粛
、
飲
食
店
の
時
短
営
業
、
ナ

イ
ト
ク
ラ
ブ
等

へ
の
対
応
等
々
に
よ

っ
て
経
済
は
冷
え
込
み
、
家
計
や
雇
用
の
不
安

が
高
ま
り
、
子
供
達
は
休
校
が
続
き
、
医
療
や
介
護
は
崩
壊
の
危
機
に
な
る
な
ど
の

問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
体
は
、
主
に
空
気
感
染
、
飛
沫
感
染
、
接
触
感
染
、
経
日
感

染
の
経
路
に
よ
っ
て
人
に
感
染
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
防
ぐ
に
は
、
正
し
い
マ
ス
ク
の
着
用
、

手
洗
い
、
咳
や
ク
シ
ー
ヽヽ
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
三
密

（密
閉
空
間
、
密
集
場
所
、
密
接
場
面
）

の
回
避
を
国
民
一人
一人
が
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
特
に
我
々
高
齢
者
は
、

社
会
の
秩
序
や
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
率
先
し
て
守
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
ｔ

本
年
二
月
十
二
日
に
ア
メ
リ
カ
製
薬
大
手
フ
ァ
イ
ザ
ー
製

の
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で

も
承
認
さ
れ
、
二
月
か
ら
こ
の
フ
ク
チ
ン
の
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ

っ

て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
早
期
に
収
束
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

介
護
施
設
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

副
理
事
長

大
　
家

　

　

忠

（介
護
施
設
に
勤
務
）

介
護
事
業
所
に
携
わ
る
方
の
多
く
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
期
に
お
い

て
、
仕
事
上
の
負
担
、
緊
張
感
に
さ
い
な
ま
れ
、
少
し
で
も
解
決
の
糸
口
を
探
そ
う
と

模
索
ｔ
て
い
ま
す
）
外
出
の
自
粛
が
強
く
求
め
ら
れ
た
中
で
も
介
護
事
業
所
に
は
感
染

予
防
を
徹
底
し
た
上
で
営
業
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
介
護
の
仕
事
は
社
会
に

必
要
と
さ
れ
貢
献
し
て
い
る
誇
り
の
高
い
仕
事
で
あ
る
か
ら
で
す
。

感
染
対
策
は
、
「持
ち
込
ま
な
い
、
持
ち
込
ま
せ
な
い
、
広
げ
な
ど

と
い

，
観
点
か

ら
手
洗
い
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
総
合
的
に
策
を
講
ず
る
意
識
が
必
要
で
す
）
ま
た
、

感
染
防
止
は
誰
か
が
頑
張
る
と
い
つ
も
の
で
は
な
く
誰
も
が
当
事
者
で
あ
り
、
チ
ー
ム
一

九
と
な
っ
て
防
止
に
向
け
て
意
識
を
一つ
に
し
て
、
全
員
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
専
門
的
で
難
し
い
対
策
を
一部
の
人
が
勉
強
し
、
高
い
レ
ベ
ル
で
実
践

す
る
よ
り
も
、
ま
ず
は
、
わ
か
り
や
す
い
形
で
全
員
で
実
践
で
き
る
取
り
組
み
、
姿
勢
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
の
方
が
大
切
な
の
で
す
）

そ
こ
で
、
完
全
に
防
ぐ
こ
と
が
難
し
い
感
染
症
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が
基
本
に

な
る
か
を
考
え
て
み
ま
す
っ

で
き
る
対
策
を
戸
」）０
バ
ー
セ
ン
ト
や
り
き
り
徹
底
す
れ
ば
感
染
を
完
全
に
防
げ
る
か

と
い
え
ば
現
実
的
に
難
し
い
で
し
．卦
λ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

感
染
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
は
事
業
所
内
に
ウ
イ
ル
ス
が
少
な
い
環
境
を
保
っ
て

い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
．^
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
は
、
数
あ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
う
ち
通
所
サ
ー
ビ
ス
が
最
も
困
難
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
ご
利
用
者
の
命
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
や
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
自
身
が
ウ
イ
ル
ス
の
媒
体
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
に
は
、
仕
事
場
で
は
な
く

私
生
活
に
お
い
て
も
、
感
染
の
リ
ス
ク
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

仕
事
の
た
め
に
生
活
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
は
、
人
に
よ
っ
て
は
苦
痛
に
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
永
遠
に
続
く
も
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
は
収
束
し
て
い
く
も
の

で
す
の
で
、
国
や
事
業
所
か
ら
の
要
請
に
対
応
す
る
よ
う
に
心
掛
け
人
の
集
ま
る
場
所

に
行
か
な
い
な
ど
の
対
応
を
一つ
ひ
と
っ
行
っ
て
い
く
こ
と
が
事
業
所
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち

込
ま
な
い
最
大
の
予
防
策
と
な
り
ま
ｔ

◎
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
は
戦
略
に
あ
り
ま
■

事
業
所
を
安
全
地
帯

（ウ
イ
ル
ス
が
無
い
、
少
な
い
状
況
）
に
、
ま
た
感
染
が
拡
大
し

な
い
た
め
に
事
業
所
に
で
き
る
一テ

をヽ
徹
底
す
る

，ヽ
と
を
意
識
し
て
、
さ
ら
に

「持
ち
込

ま
な
い
た
め
に
、
感
染
拡
大
期
の
面
会
制
限
」
「換
気
が
悪
い
」
「人
口
密
集
地
」
、
「近

距
離
で
の
会
話
」
の
条
件
が
そ
ろ
う
場
に
行
く
こ
と
を
控
え
る
こ
と
、
病
院
受
診
を
な

る
べ
く
控
え
る
年
も
ら
い
に
い
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場

合
に
は
出
勤
し
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

結
び
に
、
基
本
的
な
予
防
対
策
に
つ
い
て
挙
げ
て
み
ま
ｔ

・
ヨ
ら

の
密
」
①
換
気
の
悪
い
密
空
間
、
②
多
数
人
が
集
ま
る
密
集
場
所
、
③
間

近
で
会
話
や
発
声
を
す
る
密
接
場
所
を
避
け
る
。

・
手
洗
い

消
毒
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
徹
底
を
す
る
。

・
出
勤
時
に
は
体
温
を
計
測
し
、
風
邪
症
状
や
三
七
・五
度
以
上
あ
る
場
合
は
管
理

者
に
報
告
し
体
む
。

・
発
熱
後
二
十
四
時
間
以
上
経
過
し
、
呼
吸
器
症
状
が
改
善
す
る
ま
で
出
勤
は
さ
け
る
。

・
面
会
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事
情
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
原
則
お
断
り
す
る
。

・
来
訪
者
は
、
感
染
発
生
時
の
た
め
の
積
極
的
疫
学
調
査

へ
の
協
力
の
観
点
か
ら
、

氏
名
、
来
訪
日
時
な
ど
を
記
録
し
保
健
所
な
ど
の
指
示
が
あ
れ
ば
公
表
す
る
。

・
公
共
交
通
機
関
の
利
用
は
、
な
る
べ
く
避
け
る
。

等
で
■
）

¨
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
一
日
も
早
く
収
東
し
平
穏
な

日
々
が
戻
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
お
ら
れ
な
い
昨
今
で
す
。



令和 3年 3月 〔4〕

今年度は新型コロナウイルス感染拡大により、お仕事の減少や縮小、それに会員互助会の行事もなく

残念な一年となりました。

しかし、お仕事の仕方はぃろいろ変化も見られましたが、元気に活動いただきました。

車刈り作業
施設清掃作業

カート整理作業

品出し作業

食器洗浄作業

不用品リフオーム作業



〔5〕 令千日3年 3月 だ

ロ
コ
モ
η

（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
と
は
…

・
運
動
器
の
機
能
が
低
下
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
運
動
不
足
に
な
り

が
ち
で
す
。
し
か
し
放
置
し
て
お
く
と
寝
た
き
り
に
な
る

可
能
性
あ
り
＝

ロ
コ
モ
予
防

①

家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
時
間
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

・
意
識
し
て
少
し
ず

つ
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

ロ
コ
モ
予
防

②

天
気
が
良
け
れ
ば
散
歩
し
ま
し
ょ
う
。

・
家
の
周
り
を
歩
き
ま
し
ょ
う
。

・
日
光
に
当
た
る
の
も
大
切
で
す
。

不
ιt

りつくりと体を奮し

"の
議を

伸ぼす 反対も¬様
=

かんたん体操0上半身のストレッチ

かんたん体操② 下半身のストレッチ
0ももの裏側のストレッチ

層認闘:」魂線「
に

肇査理:霞

=   :[:電
L]丁雪亀負曾lTく

よ〕[

弩騎を伸ばし上体を3す

かんたん体操0下肢筋カアップ

柾予バ０ぃ暉臨押．＝^
一一

０

ノ
　
　
蔵

Cももの内llのストレッチ
■理・ て行う場合

暮‐
|

=寸

注
意
点

運
動
の
前
後
に
は
、
必
ず
ス

ト
レ
ツ
チ
を
行
う
。

痛
い
と
こ
ろ
ま
で
体
を
無
理

に
動
か
さ
な
い
。

運
動
中
に
息
を
止
め
な
い
。

反
動
を
つ
け
ず
、
ゆ
っ
く
り

体
を
動
か
す
。

膝
や
腰
な
ど
に
痛
み
が
出
た

ら
す
ぐ
に
中
止
し
、
専
門
家

に
相
談
す
る
。

バ
ラ
ン
ス
が
と
り
づ
ら
い
場

合
は
座

っ
て
行
う
か
支
え
の

あ
る
環
境
で
行
う
。

O膝上の筋カアップ 墜安片郎■o回 ,

tL幾
つまえを上に向けひざが■力

'ら
なしヽよう

=0つくり足を0国レて5秒,つ

∃
到
タ
フ
イ
ル
ス
の

「

側
λ
ａ
郵
ぐ
嬉
②
Ｅ

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
さ
れ
て
も
何
日
も
症
状
が

出
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で
は
、
自
身
が
感
染
し
た
ら
、
ど

う
分
か
る
の
で
し
ま
つ
。
　

　

　

　

　

　

　

．

咳
と
熱
の
症
状
が
出
て
、
病
院
に
行

っ
た
時
は
大
体
五
十
％

は
肺
が
繊
維
化
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
即
ち
、
症
状

が
出
て
受
診
す
る
と
遅
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

い
の
で
す
。

台
湾

の
専
門
家
は
、
毎
朝
、
自
身

で
チ

ェ
ッ
ク
で
き
る
簡
単

な
診
療
を
提
示
し
て
ま
す
。

深
く
息
を
吸

っ
て
、
十
秒
我
慢
す
る
。
咳
が
出
た
り
、
息
切

れ
る
等
、
す
ご
く
不
便
な
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
肺
が
繊
維
症
状

に
な

っ
て
な
い
、
即
ち
、
感
染
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

（注

¨
新
型

ュ
ロ
ナ
で
悪
化
す
る
と
、
肺
胞
の
組
織
が
繊
維
化
し

て
硬
く
な

つ
て
い
く
よ
う
で
す
。
）
し
か
し
、
全
て
の
人
に
当
て

は
ま
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
参
考
に
し
な
が
ら
毎
朝
、
良

い
空

気
を
吸

い
、
自
己
診
断
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
常
に
、
国
と
喉
を
濡
ら
し
て
、
絶
対
に
乾
燥
し
た
状
態

に
お
か
な
い
こ
と
。
十
五
分
毎
に
水
を

一
口
飲
む
の
が
良

い
そ

う
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
が
口
に
入

っ
た
と
し
て
も
、
水
と
か
他
の
飲
み
物

に
よ

っ
て
、
食
道
か
ら
胃
に
入

っ
て
し
ま
え
ば
、
胃
酸
に
よ
り

ウ
イ
ル
ス
は
死
ん
で
し
ま
う
可
能
性
が
大
き

い
よ
う
で
す
。
水

分
を
よ
く
取
ら
な

い
場
合
、
ウ
イ
ル
ス
が
気
管
支
か
ら
肺
に
侵

入
し
て
し
ま
う
の
で
、
と
て
も
危
な
い
の
で
す
。

い
ろ
ん
な
事
を
た
め
し
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。
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島
闘
蒟
式
引
司
χ
ツ
シ
＝
割
圏

会
員
の
山
本
隆
平
さ
ん
が
、
足
踏
み
式
の
消
毒
ス

タ
ン
ド
を
ご
自
分
で
作
成
し
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

山
王
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
で
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

山
木
さ
ん
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

魯
易

の
現
槻

前
年
度
末
会
員
数

７
８
１
名

二
月
末
現
在
会
員
数

７
５
８
名

（２３
名
減

）

シ
ル
バ
ー
会
員

が
年

々
減
少

傾
向

に
あ
り
、

ご
依
頼

い
た
だ

い
た
仕
事

に
十
分

お
答

え

で
き

な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ご
友
人

や
ご
近
所

の
方

な
ど

是
非
ご
紹
介
く
だ
さ

い
！

皆
様

の
ご
協

力

を

お
願

い
い

た
し
ま
す
。

邸 婉 鴨
現在シルバーの会貝さんは、「個人事業主」 とし

て取 り扱われているため、皆さんにお支払いしてい

る『配分金』には消費税が含まれています。(請負事業)

+□ =
発注者ヘ

請求

配分金として    シルバーの

会員さんへ支払     事務費

※今後の消費税の動向に注意してください。

一
日
密
■
一・・ヽ

皆
様
が
ご
提
出
く
だ
さ

っ
た
就
業
報
告
書
を
集
計
し
、
配
分
金
を
お

支
払
い
い
た
し
ま
す
。

お
仕
事
が
終
了
次
第
速
や
か
に
就
業
報
告
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

お

一
人
で
も
遅
れ
ま
す
と
、
全
員
の
支
払
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
〓

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
始
ま

り
、
大
変
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
人
と
の
つ

な
が
り
の
中
で
、
生
き
て
行
く
事
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

皆
様
の
こ
意
見
や
体
験
談
等
の
助
言
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

蓑 森
輪

美
幸 智
子 子

白
田

1言

男

配分金支払いロー覧

就 業 月  1  支 払 日

令和3年  3月分 1令和3年 4月 15日 (木 )

4自分 5月 14日 (金 )

5自分    6月 15日 (人 )

6月分    7月 15日 (本 )

7月分    8月 13日 (金 )

8月分 9月 15日 (水 )

9月分 10月 15日 (金 )

10月 分 11月 15日 (月 )

11月 分 12月 15日 (水 )

12月 分 1月 14日 (金 )

箭14年  1月分 2月 15日 (火 )

2月分 3月 15日 (火 )

3月分 4月 15日 (金 )

子看場温 + '早評


